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宮田明
湿原のガスフラックスの特徴
CO2 
－空間的非一様性
・バイオマスの季節変化
。炭素収支，温室効果ガスとして，
とともにメタンも重要
湿原の蒸発散量とエネルギー収支，
炭素フラックスのリージョナル
規模での推定手法の開発
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千葉大学環境リモートセンシングセンター
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湿地のメタンとCO2フラックスの季節変化の例
（アラスカ州Barrow,2000) 
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釧路湿原における既往の研究
• Landsat TMデータを用いて，高層湿原と低層
湿原の地表面アルベドを推定（Zhaoet al. 
1997) 
・赤沼付近の異なる植生で，メタンフラックスの
季節変化を測定（園吉， 1996)
・低層湿原，高層湿原，ハンノキ林における，夏
季のメタンフラックスとその年々変動の測定
（寺井ら， 1998)
研究の方向
・地上でのフラックス（CO2,H20）の連続観測
と関連データの取得
．フラックスのモデルパラメータの決定
Fc02== -P(t, X; Rs)+ R(t, X; T) 
・メタンフラックス： CO2フラックス（光合成速
度，バイオマス）との関連性
生態系の二酸化炭素吸収量と
メタン放出豊との関係
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赤沼高層湿原サイト
まばらなヨシまたはスゲと，ミズゴケの群
LAlmax=l.8.地下水位は商い．
各サイトのCO2フラックスの比較
(8月上旬）
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温根内低層湿原サイト
潜水したヨシ（Reed）群落.LAlm脳出4.2
赤沼メタンサイト
スゲ（Sedge）とミズゴケの群落．
LA1max=1.5.地下水位は高い．
各サイトのCO2フラックスの比較
(9月上旬）
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アルベド， PAR反射率の季節変化 昼間のCO2フラックスとしAlの季節変化
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アルベドの年々変動（赤沼高層湿原）
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まとめ
・アルベド， PARの季節変化は湿原植生の穣類
によって異なる．
・C027ラックスの植生による違いは，バイオ
マス（LAI）を反映している．
・スゲ群落のメタンフラックスとCO2フラック
スの季節変化は類似している．
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